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1. 組織の概要 

 

（１）事業所名      ：有限会社 石山精機  

    代表者氏名     ：代表取締役社長 石山武司 

 

（２）所 在 地     ：福島県郡山市富久山町福原字戸屋５０ 

 

（３）ＥＭＳ責任者／担当者：石山武司 TEL 024-923-5953 

          

（４）事業の内容     ：カメラ等の光学機器、自動車部品、及びその他精密部品 

                 の自動旋盤による切削加工業 

 

（５）事業の規模     ：売上高 ３．０億円 

従業員数 29 名 

延べ床面積 1,076.3 ㎡ 

 

（６）事業年度     ：６月から翌年５月 

 

（７）法人設立年月日   ：昭和４３年６月 

   

（８）資本金       ：３００万円 

 

（９）対象範囲      ：所在地にある全ての組織・活動 

 

   （１０）実施体制 

・環境方針の策定
・環境目標の策定と理解の徹底
・管理責任者の選任及び任命

・環境マネジメントシステムの運用・管理
・環境マニュアル及び手順書の作成・改定
・配付文書の管理及び記録類の整理・保管
・緊急事態、外部からの苦情等発生時の対応及び指揮
・外部機関（審査機関を含む）との連絡調整

・環境目標の作成及び進捗管理 ・環境目標の作成及び進捗管理 ・環境目標の作成及び進捗管理 ・環境目標の作成及び進捗管理
・環境関係(化学物質等)書類の収集
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２．環境方針 

 

【環境方針】 

 

有限会社石山精機は、様々な製品の精密部品を提供する事により社会の一員として環境

の汚染を防止し、資源の有効活用に努め、地球環境の保全を目指し継続的改善活動を図

ります。 

 

１． 環境・安全に配慮し、環境保全に適した生産活動に努める。 

２．製造・物流・使用・廃棄等に於いて、環境保全活動の向上に努め継続的な環境負荷の最小化

を図る 

３．全ての企業活動に於いて、排出抑制・リサイクルを推進し、省資源・省エネルギー化を目指

す。 

４．国、県、周辺地域のみならず、国際社会の環境に関する法律・規制を遵守し、環境汚染を防

止する。 

５．環境目的及び目標を設定し、監査を通じて環境マネジメントシステムを継続的に見直す。 

６．環境に関する意識を向上させる為、従業員の教育に努める。 

７．環境方針は組織に関係する全ての人に周知し、一般の人へも開示しいつでも入手出来る様に

する。 

 

２０１２年６月１日発行 

                               ２０１５年６月８日改定 

有限会社 石山精機 

代表取締役 石山武司 

 

 

 

 



３.環境目標とその実績 

環境目標 
目標 

単位 2021 年度実績 2022 年度 達成状況 
実績 

二酸化炭素排出量の

削減 

目標 Kg－CO₂  
402,385 

前年度比維持 
450,642 

R1.5 月から 1%減減 
〇 

実績 Kg－CO₂  394,561 411,006 

 

一般廃棄物排出量の

削減 

 

目標 ㎏ 
1,508 

前年度比維持 
1,492 

R2.5 月から 1%減減 
〇 

実績 ㎏ 1,090 1,447 

産業廃棄物排出量の

削減 

目標 リットル 
4,200 

前年度比維持 
4,455 

R1.5 月から 1%減減 
〇 

実績 リットル 3,700 4,150 

水使用量の削減 
目標 ㎥ 

247 
30 年度比維持 

266 
R1.5 月から 1%減減 

× 

実績 ㎥ 232 283 

化学物質使用量の 

適性管理 

目標 ㎏ 該当物質無 該当物質無 
○ 

実績 ㎏ 該当物質無 該当物質無 

グリーン購入 
目標 件 451 100 

× 
実績 件 90 51 

工具使用量の削減 

目標 円 前年度売上比維持 
Ｒ１年度売上比

１％削減 

○ 

実績 円 
売上比 10%以下

（11.26％） 

売上比 10%以下

（10.7％） 

(\31,782,446) 

二酸化炭素排出量削減において、購入電力の排出係数は丸紅新電力 2020 年版を使用し、

0.542kg-CO/kWh を使用しました。Ｒ６年度まで同じ係数を使用します。 

 



４.中期の環境目標（2023 年～2025 年度） 

環境目標 単位 基準値 2023 年度目標 2024 年度目標 2025 年度目標 

二酸化炭素排出量の

削減 
Kg－CO₂  455,194 446,090 

R1.5月から2%減減 

441,538 
R1.5 月から 3減減 

436,986 
R1.5 月から 4%減減 

 

一般廃棄物排出量の

削減 

 

㎏ 1,508 1,477 
R2.5月から2%減減 

1,462 
R2.5月から3%減減 

1,447 
R2.5 月から 4%減減 

廃棄物排出量の削減 リットル 4,500 4,410 
R1.5月から2%減減 

4,365 
R1.5月から3%減減 

4,320 
R1.5 月から 4%減減 

水使用量の削減 ㎥ 269 263 
R1.5月から2%減減 

260 
R1.5月から3%減減 

258 
R1.5 月から 4%減減 

化学物質使用量の 

適性管理 
㎏ 該当物質無 

該当物質無を

維持 

該当物質無を

維持 

該当物質無を

維持 

グリーン購入 件 90 110 115 120 

工具使用量の削減 円 32,127,000 
31,484,460 

R1 年度売上比

2％削減 

31,163,190 

R1 年度売上比

3％削減 

30,841,920 

R1 年度売上比

4％削減 

二酸化炭素排出量削減において、購入電力の排出係数は丸紅新電力 2020 年版を使用し、

0.542kg-CO/kWh を使用しました。2024 年度まで同じ係数を使用します。 

基準値は全て 2020 年度の実績を元にしております。 

 総排水量は計測困難の為、水使用量（上水）で管理しています 

 

 中長期環境経営目標 

２０２２年度  

コロナの反動と思われる好調な受注対応の為、2021 年８月に工作機械２台(A-20 型)、2021

年12月に１台(L-20型)、2022年4月に1台(M-32型)をそれぞれ購入し生産の増強を図った。 

 

 

 

 

 

 

 



５.環境活動計画及び取組結果と評価並びに次年度の取組内容 

環境目標 
達成

状況 
環境活動計画内容 

実施

状況 
評価と次年度の取組内容 

二酸化炭素排出量削減 

○ 

空調温度の適性化 

ピーク電力量の抑制 

未使用設備のスイッチオフ 

不要照明の消灯 

○ 

○ 

○ 

○ 

今期はコロナの影響からの反

動で年間を通して好調に推移

した。二酸化炭素排出、電気使

用量は増加している。 

一般廃棄物の削減 

〇 

コピー回数の削減 

裏紙の使用 

両面コピーの実施 

電子機器の使用によるペーパ

ーレス化 

○ 

○ 

○ 

○ 

４５０ｋｇの増加となってし

まった。コロナからの反動で年

間を通して受注は好調に推移

した。廃棄物の量も増加したが

目標は達成できた。 

産業廃棄物の削減 

○ 

金属くずの 100％リサイクル 

作業ミスによる排出量の削減 

不適合製品の削減 

○ 

× 

× 

産業廃棄物の廃油に関しては

前年の 3,700ℓ から 4,150ℓ と

増加した。不良損金に関しては

前期 3,637 千円から 5,318 千円

となり悪化してしまった。 

総排水量の削減 ○ 節水活動の推進 × 今後も継続して活動する。 

グリーン購入 
○ 

エコマーク商品の購入 ○ グリーン購入は５１件へと減

少した。 

工具使用量の削減 〇 使用工具の削減 ○ 使 用 工 具 の 削 減 で は

¥28,966,030 から\31,782,446 と

増加したが、売上比率では

10.7%となり前年より 0.56%削

減出来た。 

 

化学物質使用の適正管

理 
○ 

含有禁止化学物質と工程使用

禁止化学物質の不使用の維持 

含有管理・工程管理化学物質の

不使用 

○ 

 

○ 

規制対象物質は使用していな

い。今後も適正管理を行ってい

く。 

 

 

 

 

 

 

 



６.環境関連法規への違反・訴訟の有無 

①当社の事業活動において適用される主な環境関連法規制と遵守状況 

適用される法規制等 遵守状況 

廃棄物処理及び清掃に関する法律 ○ 

振動規制法 ○ 

騒音規制法 ○ 

水質汚濁防止法 ○ 

環境基本法 ○ 

工業用水法 ○ 

ＰＲＴＲ法 ○ 

消防法 ○ 

ＲｏＨＳ指令 ○ 

化審法 ○ 

ＥＡＲ規制 ○ 

ＰＦＯＳ規制 ○ 

ＲＥＡＣＨ規制 ○ 

資源の有効な利用の促進に関する法律 ○ 

ボイラー及び圧力容器安全規制 ○ 

２０２２年６月１日法規制の遵守状況を評価しましたが、違反はありませんでした。 

関係機関からの指摘や周辺住民からの訴訟はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．代表者による評価と見直し結果 

（１） 個別評価 

① 二酸化炭素排出量  

二酸化炭素排出量は前期の３９４，５６１Kg－CO₂から、１６，４４５Kg－CO₂増加の４１１，００６

Kg－CO₂となった。電力量は前年度７０９，９５２kW から７８７，８５８kWとなり７７，９６

９kW の増加となった。今期は１年を通して受注が好調で、売り上げ目標の年商３億に近づけ

る事が出来た。結果として二酸化炭素発生量、電気使用量の発生も増加したものと考えられ

るが、目標の見直しを行っていた事で目標は達成となった。 

② 一般廃棄物の削減 

結果としては年間の廃棄物量の合計で前年度の１，０９０㎏から１，４４７㎏と約３３％の

増加となった。前述の通りではあるが、今期は年間を通して受注が好調であり、結果として

一般廃棄物の発生も増加したものと考えられる。しかしながら目標は達成している。 

③ 産業廃棄物の削減 

前年度の３，７００ℓ から４，１５０ℓ と４５０ℓ の増加となった。前述の通りではあるが、

今期は年間を通して受注が好調で大型の工作機械を４台導入している事もあり、結果として

廃油の量も増加したものと考えられる。しかしながら目標は達成している。 

④ 総排水量(使用量)の削減 

バレルの仕事が 

前年度２３２ℓ で今年度が２８３ℓ と約５１ℓ の増加となった。総排水量(使用量)に関しては

目標の２６６ℓ も超えてしまい目標未達成となってしまった。考えられる事としては新規受注

案件で水を使用するバレル研磨の工程が増えた事が増加の要因として考えている。この新規案

件が継続するかは未定だが、継続して節水を努力していく。 

⑤ グリーン購入 

グリーン購入は目標値の９０件に対し５１件となった。５１件の購入となっているが、グリ

ーン購入は優先して行っているし、必要な物を必要な時に購入している結果だと考えられる。 

⑥ 工具使用量の削減 

工具の使用量に関しては購入金額からすると前期が２，８９６万円だったのに対し、今期が

３，１７８万円と２８２万円の増加となった。ただし年間売上高比率でいうと１１．２６％

から１０．７％と０．５６％は削減できた。消耗品比率年間１０％以下の目標に対しては未

達成となってしまったが、対売上比率でみると削減出来ているので、コロナの反動で受注が

急激に回復し年間で好調を維持した状況を考えると及第点ではないかと考える。不良品に対

する損金は前年度５０９万円から５３１万円と増加してしまった。急激な受注回復に対して

生産時の注意力不足も考えられるので不良品に対しての原因の究明と対策を徹底していく。 

⑦ 化学物質使用の適正管理 

弊社では現在ＰＲＴＲ対象物質の使用は無いが、今後も適正管理を継続していく。 

 



（２） 見直し評価 

総括としては、５項目で目標達成となった。                                                       

前期の後半から急激に景気が回復し今期は一年を通して受注が好調に推移した。新規設備を４

台投資する等生産活動も大幅に増加した為、使用する資源も前期と比べて増加傾向ではあった。

前期の後半に感じた“ほぼ半年で昨年の１年分の生産活動を行った様な感覚”が今期は年間を

通して続いた状況であった。全体的には資源も使用したが、それ以上に売上が増加した為、結

果として各項目で目標達成という結果となった様な思いである。目標未達成となった項目に関

してはムダを省き効率の良い生産を目指し、資源の使用量を少しでも削減していく意識を持っ

て活動を継続していく。                                       


